
みんなで築こう
差別のない明るい社会
みんなで築こう
差別のない明るい社会

人権尊重社会をめざす
県民運動強調月間

【8月1日㈮～31日㈰】

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
と
は
、
封
建
時
代

の
身
分
制
度
や
歴
史
的
、
社
会
的
に
形
成
さ
れ

た
人
々
の
意
識
に
起
因
す
る
差
別
が
、
今
も
な

お
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
て
い
る
重
大
な
社
会

問
題
で
す
。

人
は
自
分
の
意
思
で
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
選

ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
被
差
別
部
落
（
同
和
地
区
）
の
出
身
と
い

う
理
由
だ
け
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
、
基

本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

県
内
で
も
差
別
発
言
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、

い
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
同

和
問
題
（
部
落
差
別
）
を
正
し
く
認
識
し
、
差

別
を
許
さ
な
い
と
い
う
強
い
意
思
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。

障
害
者
の
人
権
問
題

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
や
配
慮
は
い

ま
だ
に
不
十
分
で
あ
り
、
車
椅
子
や
介
助
犬
同

伴
で
の
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー
ト
等

へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。我
が
国
は「
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
基
本
理
念
の
一
つ

と
し
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
が
日
常
的
に
交

流
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

女
性
の
人
権
問
題

「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
」「
女
は
こ
う
あ
る

べ
き
」
と
い
う
よ
う
に
、
男
女
の
役
割
を
固
定

的
に
と
ら
え
る
意
識
か
ら
生
じ
る
家
庭
や
職
場

で
の
男
女
差
別
や
、
配
偶
者
や
元
配
偶
者
、
パ

ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
被
害
を
受
け
て
い
る
の
は
多
く
の
場
合
が
女

性
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た

め
に
は
、
男
女
が
対
等
の
立
場
で
協
力
し
、
責

任
も
分
か
ち
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
問
題

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
、
国
内
外
で
の

児
童
買
春
や
児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
を
め
ぐ
る
問
題
は
深
刻
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
の
自
尊
心
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と

り
を
か
け
が
え
の
な
い
個
性
を
持
っ
た
存
在
と

し
て
受
け
止
め
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
健
や
か

に
成
長
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち

大
人
の
責
務
で
す
。

高
齢
者
の
人
権
問
題

急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
み
ん
な
が

高
齢
者
の
人
権
を
考
え
、
高
齢
期
を
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

外
国
人
の
人
権
問
題

国
際
化
時
代
を
迎
え
、
我
が
国
に
生
活
す
る

外
国
人
は
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
言
語
、
文
化
、

宗
教
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
か
ら
、
ア
パ
ー
ト

等
へ
の
入
居
拒
否
、
就
労
の
際
に
不
合
理
な
扱

い
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

外
国
人
の
持
つ
文
化
や
多
様
性
を
受
け
入
れ
、

尊
重
す
る
こ
と
が
、
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て

望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
人
権
問
題

わ
が
国
の
社
会
に
お
い
て
は
、
今
な
お
多
く

の
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
等

の
患
者
お
よ
び
元
患
者
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
、
刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
、
性
同
一
性
障
害
者
等
に
対
す
る
差
別
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
度
情
報
化
社
会
の
今
日
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別
書
き
込
み
や
、
東

日
本
大
震
災
の
際
に
、
避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
保
護
さ
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
新
た
な
課
題

に
対
し
て
の
認
識
も
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

日時／８月２２日㈮ 午前１０時～午後３時３０分
会場／大宮ソニックシティ（さいたま市）
内容／
○人権作文表彰・発表
○小中高校生による人権
メッセージの発表
はやし や へい

○林家たい平さん（落語家）
による人権講演会
○県立大宮高校吹奏楽部による演奏
○県立上尾南高校演劇部による公演
○映画「怪盗グルーのミニオン危機一発」
○アンパンマンショー
○人権擁護委員の皆さんによる歌声
※すべて入場無料・事前申込不要（先着順）
問／埼玉県人権推進課
�０４８―８３０―２２５５

問／人権庶務課 �４６３―１７３８

「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
」
は
、
「
す
べ
て
の
県
民
が
お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
県
、

市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
運
動
で
す
。

人権の花運動とは、児童と先生、人権擁護委員みんなで力を合
わせて花の苗や球根、種などを植え、育てることを通して、協力
することの大切さや感謝の気持ちを学ぶための活動です。

よう

当日（６月４日㈬）は、児童と先生、PTA、人権擁護委員（要
がいえい こ さ とうしゅうこう

害映子委員、佐藤秀弘委員）が協力しながらプランターや花壇
に花の苗を植えました。

朝
霞
第
二
小
学
校

★人権の花運動を実施しました

人
権
に
関
す
る
相
談
機
関

・
全
国
共
通

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
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・
子
ど
も
の
人
権
１
１
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・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

�
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

・
法
務
局
常
設
人
権
相
談
（
さ
い
た
ま
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課
）

�
０
４
８
―
８
５
９
―
３
５
０
７

朝
霞
第
一
小
学
校

人権啓発フェスティバル
ヒューマンフェスタ２０１４さいたま

人権啓発ＤＶＤを貸し出します
教育委員会では、人権・同和問題の理解のため
に、DVDソフトの貸し出しをしています。団体・
グループや家庭内での学習にご活用ください。
申・問／生涯学習・スポーツ課
�４６３―２９２０
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